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当中間期末の総預金残高は、個人、
法人及び公共預金の全てが増加した
ことにより、前期末比2,297億円増
加して４兆３,９８１億円となりました。
また、預り資産残高は、投資信託、
一時払保険及び金融商品仲介がい
ずれも増加した結果、前期末比51億
円増加して３,０４７億円となりました。

当中間期末の貸出金残高は、個人
向け貸出金は減少しましたが、法人向
け及び公共向け貸出金が増加したこ
とにより、前期末比１,092億円増加し
て２兆９,６４５億円となりました。
また、地域別では、香川県、広域瀬
戸内圏及び大都市圏の全ての地域で
残高が増加しました。

（2020年9月30日現在）

業績ハイライト
■ 総預金等・貸出金の残高推移 ■業績の推移

■香川県内シェア
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コア業務純益は、経費の削減に努め
ましたが、その他業務利益の減少などに
より、前年同期比１０億５３百万円減少し
て４５億８３百万円となりました。
経常損益は、不良債権処理費用は減
少しましたが、株式等償却の計上により、
前年同期比６１億３０百万円減少して１２
億９０百万円の損失となりました。
また、中間純損益は、前年同期比４６
億４６百万円減少して１８億８４百万円の
損失となりました。

＊コア業務純益とは
コア業務純益 ＝ コア業務粗利益（資金利益
 ＋ 受取手数料など） － 経費
銀行の本来業務からの利益を表す指標。

（注）1.大都市圏 ：東京、大阪、愛知
 2.広域瀬戸内圏：愛媛、徳島、高知、岡山、広島、兵庫、福岡

コア業務純益

0

50

25

75

100
（億円）

2018年
9月期

64

2019年
9月期

56

2020年
9月期

45

経常利益・中間純利益

-50

0

50

100
（億円） 経常利益 中間純利益

2018年
9月期

68

46

2019年
9月期

48

27

2020年
9月期

総預金等

貸出金

貸出金
（含む譲渡性預金）

総預金

第二地銀
20.52%

地銀
(当行を除く)
11.75%

当行 48.19%

信用金庫
12.29%

都市銀行
7.25%

地銀
（当行を除く）
21.38%

第二地銀
20.55%

都市銀行
9.11%

信用金庫
11.54%

当行 37.42%

公共
個人
法人

貸出金 （地域別）

0

10,000

30,000

（億円）

20,000

2020年
3月末

28,553

7,108

11,663

9,781

2019年
9月末

28,458

7,093

11,599

9,764

2020年
9月末

29,645

7,454

12,249

9,941

大都市圏（注1）
広域瀬戸内圏（注2）
香川県

9



△12△18

当中間期末の総預金残高は、個人、
法人及び公共預金の全てが増加した
ことにより、前期末比2,297億円増
加して４兆３,９８１億円となりました。
また、預り資産残高は、投資信託、
一時払保険及び金融商品仲介がい
ずれも増加した結果、前期末比51億
円増加して３,０４７億円となりました。

当中間期末の貸出金残高は、個人
向け貸出金は減少しましたが、法人向
け及び公共向け貸出金が増加したこ
とにより、前期末比１,092億円増加し
て２兆９,６４５億円となりました。
また、地域別では、香川県、広域瀬
戸内圏及び大都市圏の全ての地域で
残高が増加しました。

（2020年9月30日現在）

業績ハイライト
■ 総預金等・貸出金の残高推移 ■業績の推移

■香川県内シェア

総預金 （預金＋譲渡性預金）

0

10,000

20,000

（億円）

30,000

40,000

公共
法人
個人

2020年
3月末

24,346

1,104
41,683

16,232

2019年
9月末

24,025

1,206
42,446

17,213

2020年
9月末

25,233

1,435
43,981

17,312

貸出金 （貸出先別）

0

10,000

30,000

（億円）

20,000

2020年
3月末

28,553
2,694

20,069

5,788

2019年
9月末

28,458
2,514

20,095

5,847

2020年
9月末

29,645
2,895

21,049

5,701

預り資産

0

1,000

2,000

3,000

4,000

（億円）

2020年
3月末

2019年
9月末

金融商品仲介
一時払保険
投資信託

859

1,538

597

2,995

1,049

1,555

610

3,215

2020年
9月末

893

1,554

599

3,047

コア業務純益は、経費の削減に努め
ましたが、その他業務利益の減少などに
より、前年同期比１０億５３百万円減少し
て４５億８３百万円となりました。
経常損益は、不良債権処理費用は減
少しましたが、株式等償却の計上により、
前年同期比６１億３０百万円減少して１２
億９０百万円の損失となりました。
また、中間純損益は、前年同期比４６
億４６百万円減少して１８億８４百万円の
損失となりました。

＊コア業務純益とは
コア業務純益 ＝ コア業務粗利益（資金利益
 ＋ 受取手数料など） － 経費
銀行の本来業務からの利益を表す指標。

（注）1.大都市圏 ：東京、大阪、愛知
 2.広域瀬戸内圏：愛媛、徳島、高知、岡山、広島、兵庫、福岡

コア業務純益

0

50

25

75

100
（億円）

2018年
9月期

64

2019年
9月期

56

2020年
9月期

45

経常利益・中間純利益

-50

0

50

100
（億円） 経常利益 中間純利益

2018年
9月期

68

46

2019年
9月期

48

27

2020年
9月期

総預金等

貸出金

貸出金
（含む譲渡性預金）

総預金

第二地銀
20.52%

地銀
(当行を除く)
11.75%

当行 48.19%

信用金庫
12.29%

都市銀行
7.25%

地銀
（当行を除く）
21.38%

第二地銀
20.55%

都市銀行
9.11%

信用金庫
11.54%

当行 37.42%

公共
個人
法人

貸出金 （地域別）

0

10,000

30,000

（億円）

20,000

2020年
3月末

28,553

7,108

11,663

9,781

2019年
9月末

28,458

7,093

11,599

9,764

2020年
9月末

29,645

7,454

12,249

9,941

大都市圏（注1）
広域瀬戸内圏（注2）
香川県

10


